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3 歳時の生活習慣は、運動をあまりしないと答えた人の方が、中学 1 年生の時点での体格
を過大評価する傾向にあった（調整オッズ比は 1.81 で統計学的に有意）。小学 1 年生時の
生活習慣は、全ての項目において、過小評価群と過大評価群のいずれにおいても、正常評
価群と有意差を認めなかった。小学 4 年生時の生活習慣は、早起きの人（7 時以前の起床）
の人は過小評価する傾向（調整オッズ比は 2.13 で有意）であったのに対して、長時間睡眠






























として本研究に着手した。富山出生コホート研究は、1989 年 4 月 2日から 1990 年 4 月 1日
の間に出生した子どものうち、調査時期に富山県在住の全員を対象とした疫学研究である。
第 1回調査は対象者が 3歳の時点（1992 年）で行われ、以降、小学校 1年生時 （1996 年）、




研究 1 生活習慣とボディイメージの歪みとの関係に関する横断研究 




い、BMI が 5%タイル未満の人を痩せ、95%タイル以上の人を肥満と定義した。 
ボディイメージについては、「自分の体型をどう思いますか」という質問に、1. やせて










傾向にあった（調整オッズ比は、それぞれ 1.81, 3.17, 1.41 で有意）。それに対して、朝
食の欠食、早食い、大食い、就寝時刻が遅い（23 時以降に就寝）、睡眠時間が短い（7時
間未満）、運動不足と回答した人は、体格を過大評価する（自分は太っているというボデ
ィイメージを持つ）傾向にあった（調整オッズ比は、それぞれ 1.35,  1.47,  1.67,  1.38,  
1.40,  12.7 で有意）。 
研究 2：生活習慣とボディイメージの歪みとの関係に関する縦断研究  
3 歳、小学 1年生、小学 4年生の 3時点での生活習慣と中学 1年生時点でのボディイメー
ジの歪みのデータのある、3歳時 3340 人、小学 1年生時 3536 人、小学 4年生時 3357 人を
分析対象とした。 3 歳時の生活習慣は、運動をあまりしないと答えた人の方が、中学 1年
生の時点での体格を過大評価する傾向にあった（調整オッズ比は 1.81 で有意）。小学 1年
生時の生活習慣は、全ての項目において、過小評価群と過大評価群のいずれにおいても、
正常評価群と有意差を認めなかった。小学 4年生時の生活習慣は、早起きの人（7時以前の
起床）は過小評価（調整オッズ比は 2.13 で有意）、長時間睡眠（10 時間以上）の人は過大
評価する傾向（調整オッズ比は 2.13 で有意）にあった。 
 
【総括】 
本研究は、富山スタディのデータを用いて、日本人女子における生活習慣とボディイメ
ージの歪みとの関係について検討したものである。 
横断研究では、食べる速さ、食事量、朝食摂取、就寝時間、睡眠時間、運動頻度とボデ
ィイメージの歪みとの間に関連を認めた。縦断研究では、3歳時点の運動頻度、小学 4年生
時での起床時刻および睡眠時間とボディイメージの歪みとの間に関連を認めた。このこと
から、思春期により近い年代の生活習慣ほど、中学 1年生時のボディイメージの歪みに影
響を与える可能性が示唆された。 
食習慣や睡眠習慣が歪んだボディイメージを形成する生物学的背景としては、飢餓が認
知能力に悪影響を及ぼすことや、睡眠不足による精神的不安定性の惹起等が推察される。
すなわち、好ましくない生活習慣は、精神神経系や内分泌系を介して、身体に悪影響を及
ぼすと同時に、ボディイメージを含めた認知機能に悪影響を及ぼしている可能性がある。 
本研究は日本の女子の地域集団を対象として、横断研究および縦断研究を行い、生活習
慣とボディイメージとの関係に着目したわが国初めての大規模疫学研究であり、新規性が
ある。検討した変数には制限があるものの、生活習慣がボディイメージの歪みの形成に影
響を与える可能性を明らかにしたものであり、今後の対応策や介入方法を検討する上で、
重要な示唆を与えており、医学における学術的重要性も高い。 
従って、本審査委員会は、本論文を博士（医学）の学位に十分値すると判断した。 
